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被
災
３
県
に
自
動
車
特
区

専
〓
維
超
党
派
で
首
相
に
提
言
へ

自
民
党
、
民
主
党
、
日
本

維
新
の
会
の
国
会
議
員
ら
の

超
党
派
勉
強
会
は
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
３
県
に
大
規

模
な
自
動
車
産
業
の
集
積
地

を
つ
く
る
こ
と
を
柱
と
し
た

提
言
を
近
く
ま
と
め
る
。
税

制
や
規
制
緩
和
で
優
遇
す
る

「
自
動
車
新
産
業
特
区
」
の

創
設
を
安
倍
晋
三
首
相
に
提

言
し
、
政
府
の
成
長
戦
略
に

盛
り
込
む
よ
う
求
め
る
。

勉
強
会
は
石
原
信
雄
元
官

房
副
長
官
が
呼
び
か
け
、
自

民
党
の
逢
沢

一
郎
、
民
主
党

の
松
原
仁
、
維
新
の
松
野
頼

久
各
氏
ら
が
名
を
連
ね
た
。

建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
呼

ば
れ
る
米
プ
リ

ツ
カ
ト
賞

を
受
賞
し
た
建
築
家
の
伊
東

豊
雄
氏
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

関
係
者

ら
も
参
画
し

て
い

る
。構

想
で
は
２
０
０
診
規
模

の
特
区
を
設
け
、
関
税
を
払

わ
ず
に
輸
入
貨
物
を
加
工

・

再
輸
出
で
き
る
保
税
倉
庫
で

自
動
車
部
品
を

‐組
み
立
て
て

輸
出
に
振
り
向
け
る
。
機
械

設
備
の
特
別
償
却
や
不
動
産

取
得
税
な
ど
の
減
免
を
認
め

る
ほ
か
、
外
国
人
技
術
者
の

入
国
基
準
の
緩
和
な
ど
外
国

人
が
働
き
や
す
い
環
境
も
整

え
る
。



招
一蛍

派
析

く

提

一〓
目
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自
民
党
、民
主
党
、日
本
維

新
の
会
の
国
会
議
員
ら
の
勉

強
会
が
、東
日
本
大
震
災
の

被
災
３
県
に
、
大
規
模
な
自

動
車
産
業
の
集
積
地
を
つ
く

る
「自
動
車
新
産
業
特
区
」構

想
を
ま
と
め
、
安
倍
晋
三
首

相
に
近
く
提
言
す
る
こ
と
が

分
か

っ
た
。
安
倍
首
相
は
被

災
地
・福
島
県
を
視
察
し
て

復
興
へ
の
塗
思
を
新
た
に
し

た
ば
か
り
だ
が
、
す」
の
構
想

が
切
り
札
と
な
る
の
か
。

「
２
年
間
、
時
計
の
針
が

止
ま
っ
て
し
ま
つ
た
こ
と
を

実
感
し
た
。
復
興
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」

安
倍
首
相
は
２４
日
、
東
京

電
力
福
島
第
■
原
発
事
故
で

被
害
を
受
け
た
福
島
県
浪
江

町
な
ど
を
視
察
し
、
記
者
団

に
こ
う
語
っ
た
。
福
島
訪
間

は
昨
年
１２
月
２９
日
に
続
き
、

就
任
後
２
回
目
だ
。

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３

県
で
大
量
に
発
生
し
た
震
災

が
れ
き
の
処
理
は
、
先
月
末

に
や
っ
と
半
分
を
超
え
た
ば

福
島
県
浪
江
町
の
商
店
街
を

視
察
す
る
安
倍
首
相
。
自
動

車
特
区
構
想
を
ど
う
受
け
止

め
る
か

（代
表
撮
影
）

か
り
。
住
宅
建
設
や
産
業
再

生
な
ど
、
復
興
の
加
速
は
安
砲
≫
慾
麟
鱚
虞
癬
闇
吻
雪
「
繊
輔
絋
緻
凸
鰺
鷺
苺
―‐‐
１１
一
．■

ム
４２
個
分
に
あ
た
る
２
０
０

診
規
模
の
特
区
を
設
け
、
関

税
を
免
除
し
た
り
、
機
械
設

備
の
特
別
償
却
や
不
動
産
取

得
税
減
税
を
認
め
る
な
ど
税

制
で
優
遇
し
、
外
国
人
技
術

者
の
入
国
基
準
の
緩
和
な
ど

規
制
緩
和
を
施
す
案
が
あ
る

と
い
う
。

円
安
に
誘
導
す
る

″
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
″
で
、
す
で
に
自

動
車
産
業
は
収
益
増
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
。
構
想
が
実

現
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
追
い

風
と
な
り
そ
う
だ
。



翌日)
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f夕 lβ 場

日  ザて 自  看孝 樹議 素ヤ 聞

璧
爵
獅
月
内
に
首
相
へ
提
言

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
東
北
に
、
自
動
車
産
業
に

特
化
し
た
特
区
を
作
る
構
想

が
超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ

り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
最
先

端
技
術
の
研
究
拠
点
や
部
品

組
立
機
能
を
持

つ
保
税
倉

庫
、
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
や
オ

ー
ト
モ
ー
ル
な
ど
を
集
積
さ

せ
た

「
自
動
車
新
産
業
特

区
」
の
創
設
だ
。
早
け
れ
ば

月
内
に
も
構
想
を
正
式
に
ま

と
め
、
安
倍
晋
三
首
相
に
提

言
す
る
方
針
だ
。

検
討
主
体
は

「超
党
派
に
よ
る

産
業
復
興

・
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

づ
く
り
政
策
会
合
」
。
石
原
信
雄

元
官
房
副
長
官
が
顧
間
を
務
め
、

自
民
党
の
逢
沢

一
郎
氏
や
民
主
党

の
松
原
仁
氏
、
維
新
の
松
野
頼
久

氏
ら
が
名
を
連
ね
る
。
震
災
直
後

か
ら
復
興
に
向
け
て
特
区
制
度
を

利
用
し
た
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
や
成
長

戦
略
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
自
動
車
の
特
区
構
想
は
こ
う

し
た
過
程
で
浮
上
し
た
。
特
区
実

現
に
よ
り
、
約
２０
兆
円
の
市
場
創

出
と
約
５０
万
人
の
一雇
用
創
出
が
見

込
め
る
と
試
算
。
全
国
に
あ
る

″自
動
車
企
業
城
下
町
″
へ
の
展

川
上
か
ら
川
下
ま
で
多
様
な
自
動

車
産
業
を
集
積
さ
せ
る

（写
真
は

既
存
の
オ
ト
ト
モ
ー
ル
）

開
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
２
０
０
惨
規
模

の
土
地
に
、
自
動
車
関
連
の
新
技

術
の
研
修
や
人
材
を
育
成
す
る
施

設
、
電
気
自
動
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
生
産
拠

点
を
誘
致
。
共
同
の
部
品
セ
ン
タ

ー
や
物
流
セ
ン
タ
ー
も
建
設
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
輸
入
し
た
自
動

車
部
品
に
つ
い
て
、
関
税
の
支
払

い
を
留
保
し
た
ま
ま
組
立

・
加
工

し
、
再
輸
出
す
る
保
税
倉
庫
な
ど

も
新
設
す
る
。
中
古
車
の
流
通
施

設
や
自
動
車
解
体
施
設
、
再
資
源

化
施
設
な
ど
を
集
積
し
た

「自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
特
区
」
も
整

備
す
る
。
新
車

・
部
品
の
販
売
や

サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
る
モ
ー
ル

「オ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
の

商
業
施
設
も
建
設
す
る
。

特
区
内
で
は
、
資
産
や
機
械
設

備
な
ど
の
特
別
償
却
を
認
め
た

り
、
不
動
産
取
得
税
や
固
定
資
産

税
、
事
業
税
な
ど
を
免
除
し
た
り

す
る
ほ
か
、
外
国
人
の
技
術
者
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
入
国
基
準
の
緩

和
な
ど
の
優
遇
措
置
も
実
施
し
、

入
居
企
業
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

特
区
の
候
補
地
は
未
定
だ
が
、

宮
城
県
な
ど
が
興
味
を
示
し
て
い

る
と
い
う
。
今
後
の
成
り
行
き
が

注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

「自動車新産業特区」構想(200錦 )

自動車リサイクル

ゾーン(40薪 )

解体・プレス施設

破砕・リサイクル施設

中古部品の検査・再生・保管施設

ダスト搬入・搬出施設

自動車新産業・

R&Dゾーン
(160筋 )

「オートフォーラム」※

自動車新技術のための研修。人材育成施設

EV/PHV生産拠点、物流センターなど

０た
ム
ビ
ラ
④
一
ン

フ
シ

二オ
オ 端 箸窮辞剰 尭鰐〕牲×霧



回
さ
ぬ

体
に
影
響
を
与
え
る
内
容
と
な

る
な
ら
、
総
務
省
に
相
談
し
て

も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
文

旬
を

つ
け
て
大
阪
の
手
足
を
縛

る
も
の
で
は
な
い
。

国
の
出
先
機
関
の

一
部
を
地

方
に
移
管
す
る

「
出
先
機
関
改

審
査
を
行
う
よ
う
提
案
し
た
。

新
藤
氏
に
よ
る
と
、
与
党
側
か

ら
同
意
は
得
ら
れ
て
い
な
い
と

い
う
。

2α 2そ″nクa数カラウ埠 ″n刊 ィの
を
優
先
し
た
予
算
に
な

っ
て
い

な
い
」
と
批
判
を
強
め
（
同
委

の
新
藤
義
孝
委
員
長
（
自
民
党
）

は
、
与
党
に
対
し
近
く
開
会
中

民
主
、
自
民
な
ど
超
党
派
の

有
志
議
員
と
石
原
信
雄
元
官
房

副
長
官
が
１０
日
、
「
産
業
復
興
」

を
軸
と
し
た
日
本
再
生
策
を
検

討
す
る
研
究
会
を
開
く
。
年
内

を
め
ど
に
提
言
を
ま
と
め
、
政

府
に
提
出
す
る
考
え
だ
。

民
。自
・維
新
１０
人

研
究
会

囁
標
館
麟
氏
年
内
に
産
業
復
興
提
言

呼
び
か
け
人
の
石
原
氏
の
ほ

か
、
民
主
党
の
樽
床
総
務
相
、

松
原
仁
前
国
家
公
安
委
員
長
、

自
民
党
の
逢
沢

一
郎
、
岩
屋
毅

両
衆
院
議
員
や
、
新
党

「
日
本

維
新
の
会
」
の
松
野
頼
久
元
官

房
副
長
官
ら
約
１０
人
の
国
会
議

ど
と
話
を
し
た
い
。

郵
政
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
国

家
の
資
産
だ
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

を
潰
さ
ず
、
業
績
向
上
と
両
立

を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

国
が
保
有
す
る
日
本
郵
政
株
の

売
却
益
を
東
日
本
大
震
災
の
復

興
財
源
に
充
て
る
が
、

（
株
価

上
昇
を
目
指
し
）
郵
政
が
業
績

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、

郵
政
が
何
で
も
や

っ
て
い
い
の

ヽ

ヽ
　
　
す
‘
ユ
■
ｊ

ヽ
ノ

ロ
ト
Ｐ

十ノ
、
■

】́
争

コ

′
コ
ユ
，
ヽ
資
ヨ
ヽ

員
が
参
加
を
予
定
、
政
治
家
主

導
で
国
家
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
作
り

を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
前
身
は
２
０
０
８
年
に
開

か
れ
た

「
経
済

ハ
ブ

（
拠
点
）

推
進
会
合
」
で
、
当
時
、
民
主

党
の
広
報
委
員
長
だ

っ
た
野
田

首
相
も
参
加
し
て
い
た
。

趣
意
書
は
、
日
本
の
復
興
に

は

「
産
業
復
興
に
よ
る
原
資
獲

得
」
が
不
可
欠
と
指
摘
。
具
体

的
に
は
海
外
か
ら
の
投
資
促
進

を
目
的
と
し
た
「
対
日
投
資
庁
」

の
創
設
や
海
洋
開
発
な
ど
の
分

野
で
の
産
業
開
発
を
挙
げ
た
。

幸

岡
田
氏

事
故
は
「
幸

運
」

岡
田
副
総
理
は
６
日
、
二
重
県
桑

名
市
で
講
演
し
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
つ
い
て
、

「
い
ろ
ん
な
関
係
者
が
言

っ
て
い
る

が
、
事
故
は
幸
運
だ

っ
た
。
最
悪
の

場
合
は
東
京
圏
も
含
め
て
汚
染
さ
れ

る
可
能
性
が
あ

っ
た
」
と
語

っ
た
。

岡
田
氏
は
講
演
後
の
記
者
会
見
で
、

発
言
の
意
図
に
つ
い
て

「
そ
う
い
う

（
最
悪
の
）
事
態
に
な
れ
ば
、
福
島

で
も
も

っ
と
影
響
が
出
て
、
高
濃
度

に
汚
染
さ
れ
て
い
た
。
現
状
で
も
ひ

ど
い
状
況
だ
が
、
最
悪
の
事
態
を
考
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I JAPAN CORRESPONDENT

I■ ||力: Iapan Will be trans―
formed into a malor regiOnal hub
if the incolning gOvernment led
by the Democratic Party ofチ apan

(DPI)adOpts an econolllic blue―
print ail■ ed at revitalising the

country.

. It will be a hub not only for
g00ds and services,but also for
human resources,tourisrl■ ,trade
and investments.

The blueprint for this econom―

ic vision、vas sublllitted to Prilne

LIinister― elect Yukio Hatoyama
on Thursday by MI Nobuo lshi―
hara,a forlller deputy chief Cabi…

net secretary who has served un―
der seven previous adlllinistra―

tions.

Mr Hatoyama, whose DPチ
scored a landslide 、vin in the
Aug 30 general election, will be

Sヽハ″Orn in as prilne minister next

Wednesday.
ⅣII Ishihara,82,is understood

to have advised hiln to adopt the

``econolllic hub vision"as the cen―
trepiece of the nev/gOvernment's
p91iCies.

A study group・ comprising
mostly DPチ politiCians,sorne of
them potential lninister,in the
nev″ Cabinet 一 has held brain―
storlning sessions since the end
of last year.

Speaking at the group's lneet―

ing here on Wednesday,Ⅳ II Ishi―
hara described the vision as``ep―

och― making".

``It、vill be very good fOr the iln―

age Of the new gOvernment if it

can accomplish what previous ad―

lllinistrations had not been able
to do,''he told the group.

Iapan has lacked a clear
10ng― term econonlic vision as pre―

vious adFllinistrations devoted
most oftheir energies to econom―

ic stilnulus lneasures to prop up
the ailing ecOnomy.
WII Ishihara has also told MI
Hatoyama that sinCe the imple―
mentation of the vision v″ ill in―

volve the entire bureaucracy, it
could be the first project to be
tackled by the proposed National
Strategy Bureau,which will over―

see all rna10r poliё y―planning in

the nev″ gOvernment.

MI Ishihara,also a former top
bureaucrat, is well― respected in

チapanese pohtical circles because
of his impartiality and his wealth

of experience in gOvernment ad―
Tl■ inistration.

But the econonlic hub vision
v″ould probably not have come
this far、 vithout the efforts of ⅣII

Koli SuZuki, 52, who describes
hilnself as a“ total proiect prOduc―

er".

Since 1983, ⅣIr Suzuki has
worked on varlous buslness
projects for clients that involved

not only planning,but also deal―

hg with Tapanese and breign gOv―

ernment authorities,includillg in
singapore, Hong Kong and the
former Soviet l」 nion.

“There is a lot of official red
tape inチ apan,M″hether in the pri―

vate sector or the government.
To ensure that any project can
succeed, it is necessary to break
dov″ n these barriers,''he said.

ⅣIany obstacles to doing busi―

ness still remain in lapan,For in―

stance,チ apanese airports and har―

bours have failed to become hubs
like their rivals in the regiOn due

to inllexible labour practices that

opposё 24-hour operations,lack
of coordination among gOvern―

ment agencies, and problems in
the distribution industry.

From his previous work with
port authorities and companies in

the regiOn, MI Suzuki hatched
the econonlic hub vision several
years agO and has smce been seek―

ing support for his ideas flom the

DPI.
He saw the birth ofthe new ad―

■linistration as a g01den opportu―

nity to make the vision a reality
and roped in Mr lshihara,an asso―

ciate Of Over 20 years' standing,

to help push it.

“It was fortunate that we and
the DP,politiCians both shared
the recognition that this was the
right tilne to move;"said Mr Su―

zuki.

The participation of foreign
companies and governmentS in
the regiOn will be needed to mple―

ment the vision.

For instance, the knOヽ V― ho、v

accumulated by Singapore,Hong
Kong and south Korea, all of
M″hich have successfully turned
airports and harbours into region―

al hubs,will benefit the Tapanese.

チapan iS also keen to draw
more foreign investments from
countries in the regiOn,not iuSt
by facilitating business activity
here but also by making it easier
for foreigners to live in this coun―

try.

As the world economy recov―
ers,foreign investo■ s are expect―

ed to step up activity here.

The China lnvestinent Corpo―
ration(CIC), China's sovereign
v″ealth fund,told the intlue,till
A」ahi Shimbun daily last month
that it expects to increase over―

seas investment by around 10
tilnes this year. CIC president
Gao Xiqing also told the paper
that it was actively looking into

new mvestmellts illlapanese com―
panies and properties,

wengkinOsph.oom.sg
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，
も

００「』↑」０
，
①嘱〓０「０一一切＝＝角＝ 濶磐

鸞輔①脇飩中鏡一題鶴鐘囃い０●軸遅躊一』０議躍ｏ

機電０幅⑫』簿◎畿鶴襲罐ぶく０輔輻』ゆ整一』鑑鑑ｏぉ蝉一目０〓鑑ｏω

雰ピ８．ｉ∽ｏ〓̈鶴彗〓

．∽Φ引【〕口”ｏＯ咆Φ∽〓「】【〕∽コ憫目嘱】Φ〓一〇口引Φ““

‐一目ΦＯ】①缶Φ〓や卜鸞Φρ目Φ湾〓場僣〓増ニトざ［ＯＮ

区ρ一属Φｏ３

，

いいｏΦ為〓∽“】ε“編日罵欄■ｏ〓

―属】０＞〇“Φロト・負
∩め）∽、ヽ「一覇”Ｏ００〓や〕〇一口ωＯ

】ΦＱ〔）”００にヽ一口〇】〇〕∽一口”ＯｏＯ“Ｈ∩』｝
，
ｍ

・員”ｎ”』目
】含∩』）∽ψ〓Φ層〓∽①＞口引｝ｏｏ＝電目“「Φ】Ｏ〕

①「〇口】】Ｏ〕づΦ〓“Ｏω＞”月∽一口ΦＣＨ目】Φ＞Ｏ“や∽”鮎

・区“≧ｒ①一““

［”目０引｝”口』の一目嘱口】“麟】∽〇ヽ、出Ｏい“ヽ〕嘱

‐】”ワ【〓“”〇一〓｝属”〓一〕】Ｏｎ】】“目ｏ①〓０目Ｈ∽”ヽΦ】ＯＭ

〓一●〇∽“「＞∽Φ「【〕〓口Ｏｏ】Φ〓）ＯＯ〕、ｄ一〇｝∽Φ嘱〓〇

』①口”【熙∽口＝Φ∽Φ饉”ａ”【【ｏ〕“目Φ＝口０＞属Ｏｏｏ】０日

ンｏ口僣〕引ｏ∽●●〓轟“】ｏ一に日“ｏ）口嘱∽講Ｏ】“

ヽ「一目”ＯｏΦ〓〕〕”〓一ｏ】口∽口ΦＯ〕口”【Ｑ「①一∽“日

ヽ口”｝”〇〓〓Ｆヽ、一中口①】“ＱＱげ口”ａ”（目「Φｏ“一Ｑ“目嘱

‐出“´目①ΦＯＯ∽一”∽“〓目Ｏ引〕ｏｐ【一∽口Ｏｏ〕】ＯＱ】「く

．ΦｐＯ】〔〕ｏ一】ＯｎΦ∽Φ属”Ｑ“ヽΦ〓〕、ヽ“∽

〓ヽ¨口〇【〓一口“〓｝〕】ｏＱ目”∽口ｍ∽“ヽΦ【ｏ】一〓〕”〇∽

綱＞”君】Φ曰く〓〓ｏＺｏ〕】①口罵一目ｏｏ“０〓∽

ｏ型８■“Ｑ日ｏｏ８」お争〕Φ〓ｏｏρ口”ｏ〓δ∽

．８引］編ｏ綱Φ〓一ぉ口９８Ｑ”①〓ｏ＝Φ脳“日

〇一　ＣＯ＝一”目目ｏ口】Φ［や一目　∽】Φ】ΦＪ］も目”　≧′ｏ蠣＞

‐【口Ｑ∽一月】ΦＯ口
，

∽）】Ｏｎ】〇〕∽①【”Ｏ①ＯＯ】Ｑ〕〇一Φ∽

〕属の一ｏ】瀬可”∽”工一口Φ〓』目】Φ＞Ｏ“【“〇〇Ｈ〓〇“ロ

．∽一】ＯＱΦ∽Φ障”ｎ“【〕ｏｏ∽“ｏＯ〓一①出”い

・属”ｎ“（０一口引∽●“〇』目撃Φ脳”口ＨＯ〕“口】ａＯ〓

‐Ｏ〇一目①【Ｏ嘱〕〕”∽やコ〇〓〕でＦ∽①引一＝【〇〓〕口”【ωｏＯ一Φ〓〕

ｏ一口
，

一綱属Φ日Φ■日引０目“Жｏ田Ｏ”“出つＯΦ〓

ｏ一“目＝脳”口】ヽｏ引ＨＯｎ『ｏ∽一口引ＯＱ』Φ属】『Φ〓］Φ＞”Φ【

〇一　●０●属Φ〕∽目０「型“「〕∽＝目■目０”　缶∩口　や∽に缶

」Ｑ∩Φ〓一卜つＱ一〓∽】①Ｕ”Φ【ｈ【”口〇囃∽颯＞可口“

“口〇】́∽巴■でΦ】層卜∽】〓〕】「Φ＞Φ引〓ｏ“Ｏト

．

あつユおΦ饉饉ｐヨ日Φ出〓］

Φψ“Φ】Ｏづ暉”（口Ｏ目層】〕い。［い∽）口Φ、目〇
〓層【一〇〇Ｈ

〕ＯΦ目”¨Φ〓）Ｏ〕Φ
・
【ＱＯ■目Ｏ口ＯｏΦΦ〓″Φ∽”０「ｏ口】

、目“”一口ｏ＞①】層≧′①ＱＯ〓区口“ａ鰤Ｈｏｏ可口”““ＯＶ

】『‘〕“〓一こ目【①｝“口〇【Ｏ〕ｄロロ】ＯΦ饉【Φ〓一目【∽Φ嘱】〕

‐∽“咆口「をＦΦ属Φ］“Φ【Ｏ卜一●引Ｏいｏ〕∽Φ引劇目”〕【Ｏｎ魚〇

ｏｐ〇一、一Φ脳〓Φ】“Φ】Φ〓い。一口Φ戸ＨＱ〇
一Φ＞①●０口月

Φ】①【口　０口〇、Φρ　ｏ“　●［っＯＯ　∽Φ癬〓】Ｏ〓一口“　Ｕ口“

∽晨Ｏ引一”【Ｏｎ】Ｏｏ目”引Φ【Ｏ〕〓〓たｒ目〇引）”】ΦＱＯＯじ

．Φ】Φ〓出【〇たｒＯ目”Φン〓Ｏ｝∽】ｏ目“】Φ】〇〕

】Ｏ〕】Φ】∽“Φ一月①出”口【〇］∽Φ】口∽”Φ“【】〇〕〓∽”ｎ

〇一　∽目“【Ｑ　Ｏ∽【“　Ｑっ０「“　∽】〓　一ヽ“Ｏ｝∽Φ＞目引　口“引Φ

‐一〇〕〇一ｏ＞コＯ“】）〕”Φ【０日目”Ｑ“（Φ脳”目Ｏい

。∽】０目〕「“Ｑ

【“「一口の一〇ａ

∽”“目ｏ】【“饉〇｝【ｏ目“。】Ｏａ”“目引∽Ｏ①一
・
【ＯΦ甲Ｈ

ミ
．∽一口Φ属Ｈ目“Φ＞０“可口”∽①引目“ｎ日Ｏｏ属“嘱ｏ■〇］

〓〓卜

，

〓留①目〓“ａ目「Φ目ｏ可ωＯ【嘱〓出５

，
〓”

Φ日ｏｏΦｏｏ一口“ヽュｇＯ“口ｏｏ一∽卜理卜の目ω脳“日

ｏ一督樹卜どにｆ百①脳“日卜調【餞∩“ご軸ｏＭも跳Ｈ

【Φρ口ＨＱｆ‘Ｑ”〇「“り「”∽

ヽ一̈口①口「】】Φ＞０“Φ〓｝〕〇

ｈ＝瘤０一∽員ＯＱ∽Φ【Φ〓］∽引∽【っｏつ【“〓咆目に∽｝【ＯＱ【引“

〕Ｏ目０「〕”「ΦａｏΦ〓｝一“〓）〓■】〓型【口〕∽ｏだヽ″
ヽ

‐】引”【引Φ〓）“目一目】”〕目
・
【∽①Ｏ「】〕∽　一“Φ一“ΦＯ“麟】

Φ＞“〓】「【●〇颯〕』“ｎ■引”Φ』ｏ立［〓〕”Ｏ∽可目““口ＯＹ

“口ＯＴ【０ヽ■Ｏｎω“口一∽∽ヽ】ＣΦバ］目ΦＯΦ】目【・Φ【ＯＱ““

‐口＝∽“■嘱可”【ｏ口引饉ヽＯ】“Φ】Φ〓一目「∽や■ｏ目Ｈ目【①＞〇“

●饉“∽。■”Ｑ日Ｏｏ目響Φ【ε〕ｏ目
，

■０君〓”ａ

Φ〓一Φ＞［Ｏ＞饉嗜〇一ＯΦ〕ＯΦａＸＯ∽一∽∽ＯＯＯ】Ｑ〕”言い

．０口〓ｏ■月ｏ目Ｏｏｏ【”目〇「“①】】〇一に口』“〇一

‐口鋼目“Ｑ”トロ】”｝Ｏ）ＯΦ嘱“】∽①宅∽Φ一０目ＯＱ≧６口綱Ｑ

‐【①Ｕ目澤目「を′一“〓一目０嘱一〇の一Φ【”】Φ口Φ“∽をヽ′〇「】０日

‐〇一】①ど燻属〇”∽引＞ｏ■目。目ＯｏΦ≧ｒｏ口“一口Φ∽Φ】Ｑ

〇一∽口＝“Ｑ”〇】“Φ〓』
ヽ
声督∽■目“口ゝ●ｏ■●０口ｏｏｏ

∽ヽ場くｏ＝綱３岬目“０目宍貯」Ｈｏ〓ΦΦ∽ｏ一】“Φ、

一∽“Ｈ　Φや“一　ΦＯ口】∽　∽ＣＯ引∽一Φ∽　“目■目】〇〕∽目颯”】ρ
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